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田It

り

ゅ

う

せ

い

龍

精

（

龍

谷

大

学

）

親
驚
聖
人
と
い
う
歴
史
的
現
実
に
深
く
根
ざ
し
た
宗
教
的
実
存
（
か
か
る
在
り
方
を
、

私
は
特
に

「
大
乗
仏
教
的
実
存
」

と
呼
び
た

い
）
の
う
ち
に
、
生
の
根
源
の
場
と
し
て
、

「
大
行
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
に
、

そ
れ
を
中
心
点
と
す
る
無
限
の
拡
が
り
と

深
み
の
世
界
の
自
己
開
示
を
、

月
行
巻
』
す
べ
て
の
言
葉
は
表
象
せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

フ
汀
巻
」
解
釈
は
、

そ
の
よ
ャ
ヲ
な

世
界
が
、
如
何
に
し
て
、
自
己
開
示
し
て
く
る
か
の
指
示
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

乙
の
こ
と
は
、

か
か
る
世
界
の
う
ち
に
見
出
さ
れ
る
事

柄
（

ω民
nrろ
と
、
及
び
、

そ
の
世
界
の
開
け
を
一
つ
の
過
程
（

poNmg
と
し
て
把
え
よ
う
と
す
る
乙
と
を
意
味
す
る
。

今
、
そ
の

r
n
Z
と
司
H
O
N
町
田
と
を
「
行
巻
』
に
問
う
に
先
立
ち
、
伝
統
的
宗
学
の
大
行
論
は
、
何
を
、
如
何
な
る
立
場
か
ら
明
ら

か
に
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、

種
々
な
る
諸
問
題
に
考
察
を
施
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

紙
数
の
制
限
に
よ
り
詳
細
は
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
本
稿
で
は
、
最
も
根
本
的
な
問
題
と
思
わ
れ
る
次
の
二
点
の
み
を
指
摘
す
る
に
止

め
る
。



「
大
行
」
を
所
調
、
所
行
法
体
名
号
に
帰
結
せ
し
め
る
乙
と
は
、
何
ら
、
そ
の
本
質
的
意
味
を
明
か
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
。

乙

の
こ
と
は
、
す
で
に
、
石
泉
・
月
珠
・
円
月
、
深
励
諸
師
の
批
判
せ
る
所
で
も
あ
る
。
法
体
所
行
と
見
倣
す
は
、
教
に
る
所
信
の
法
と
差

異
が
な
く
な
り
、
教
行
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

①
 

石
泉
師
の
意
図
や
、
又
、
十
七
願
諸
仏
所
讃
の
我
名
は
、
法
体
名
号
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
も
な
く
、

⑨

⑨
 

と
の
月
珠
師
の
主
張
、
更
ら
に
、
そ
れ
を
展
開
し
た
円
月
師
の
名
義
論
な
ど
に
は
、
衆
生
存
在
を
在
ら
し
め
て
い
る
す
べ

「
法
相
表
裏
」
・
「
票
受
前
後
」
を
も
っ
て
行
信
を
明
そ
う
と
す
る

又
、
衆
生
称
名
に
規
定
さ
れ
る
べ

き
で
も
な
い
、

て
の
外
的
及
び
内
的
行
為
と
は
全
く
無
関
係
の
場
に
、

「
大
行
」
の
成
立
と
そ
の
意
味
を
措
定
し
よ
う
と
す
る
立
場
へ
の
批
判
が
あ
る
と

い
え
よ
う
。

さ
ら
に
、
深
励
師
は
、

「
大
行
出
体
」
の
文
意
を
弁
じ
て
、

「ζ
の
文
は
所
行
能
行
に
は
よ
ら
ぬ
。

た
忙
、
行
の
す
が
に
を
明
す
な
り
。

行
の
す
が
た
を
釈
す
る
と
き
は
、
能
行
で
あ
れ
所
行
で
あ
れ
、
無
碍
光
如
来
の
御
名
を
称
ふ
る
が
行
の
す
が
た
な
り
。

＠
 

義
で
、
身
口
意
の
コ
一
業
の
仕
業
に
か
か
る
処
で
な
け
れ
ば
行
と
は
名
づ
け
ら
れ
ぬ
。
」
と
、

行
は
全
体
行
業
の

能
所
の
相
対
的
範
時
を
超
え
た
、

、1
j
J
4

、

V
L
U

必
4
1
p
v

行
自
体
と
も
呼
ば
れ
う
る
も
の
と
解
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

乙
れ
ら
諸
師
に
お
い
て
も
、

「
盲
目
受
」
「
名
義
」
「
す
が
た
」
と
い
わ
れ

る
在
り
方
の
う
ち
に
如
何
な
る
情
況
が
現
前
し
て
く
る
の
か
は
ま
っ
た
く
問
わ
れ
て
い
な
い
。

伝
統
宗
学
者
が
大
行
論
に
お
い
て
心
血
を
注
い
花
論
究
の
一
つ
に
「
能
所
不
二
」
の
高
揚
が
あ
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
こ

に
主
張
さ
れ
て
い
る
「
不
一
ご
な
る
概
念
は
、

大
乗
仏
教
哲
学
に
お
け
る
関
係
概
念
を
一
不
す
「
不
一
ご
？
？
由
吉
）
と
は
勿
論
の
こ
と
、

大
行
論
の
一
考
察

五



両
者
の
相
即
と
い
う
一
般
的
意
味
と
も
異
な
る
。

「
当
体
全
是
」

q
教
行
信
一
証
徴
決
』
真
全
二
二
－

m）

「
以
本
奪
末
、
寄
末
顕
本
」
（
『
大
行
義
』
真
叢
附
巻
目
）

「
称
亡
名
存
」
「
本
行
末
行
」

「
以
相
顕
体
」

「
摂
相
帰
体
」

興
隆
師
、

大
漏
師
、

玄
雄
師
、

栖
城
師
、

善
譲
師
、

円
月
師
、

僧
舘
師
、

善
譲
師
、

し
か
し 大

行
論
の
一
考
察

ム
ノ、

（
『
本
願
行
信
施
火
輪
』
宣
（
全
五
一
－

m〉

（
守
教
行
信
証
聴
記
』
ご
ノ
二
一
）

（
守
本
典
敬
信
記
』
真
全
三
0
・問）

「
十
念
を
以
て
第
十
七
願
諸
仏
所
讃
の
名
義
と
し
て
、
こ
れ
を
「
行
巻
』
に
明
し
給
ふ
、

称
名
な
り
、
一
一
而
不
二
、
不
二
而
二
、
是
を
大
行
と
云
ふ
。
」

名
の
外
に
義
な
き
が
故
に
名
号
即

今
大
行
義
』
真
叢
附
巻
別
）

勿
論
争
ふ
べ
き
乙
と
な
し
、
そ
の
所
行
の
法
体
が
す
ぐ
に
行
者
の
能
行
に
な
る
と

行
者
の
能
行
が
そ
の
ま
〉
の
所
行
の
法
体
の
な
り
を
も
ち
ふ
、
此
れ
於
－
一
所
行
処
一
立
一
一

能
行
一
者
他
力
至
極
な
り
。
終
日
能
行
す
れ
ど
も
所
行
海
ぞ
は
な
れ
ず
、
行
ず
れ
ど
も
行
ず
れ
ど
も
行
に
行
の
相
な
し
、
只

是
れ
選
択
本
願
の
行
を
そ
の
ま
h

あ
ら
は
れ
も
て
ゆ
く
な
り
。
」
（
『
本
典
一
滞
録
」
真
叢
八
・
日
）

「
乙
れ
終
日
能
行
す
れ
ど
も
所
行
海
を
離
れ
や
す
、
能
行
と
て
別
に
は
な
ひ
、
所
行
を
能
行
す
る
な
り
、

行
と
な
る
、
能
の
外
に
所
も
な
く
、
所
の
外
に
能
な
く
、
能
所
不
二
円
融
無
碍
江
り
。
」

「
十
七
願
は
所
行
の
法
体
な
る
乙
と
は
、

云
ふ
こ
と
今
家
不
共
の
妙
釈
な
り
、

雨
れ
ば
所
行
が
即
能

（
『
正
信
念
仏
偏
講
賛
』
一
六
右
左
）

「
第
十
七
願
は
、
所
行
の
法
体
な
る
ζ

と
は
勿
論
な
る
乙
と
、
今
家
不
共
の
妙
釈
也
。
行
者
の
能
而
、
其
債
の
所
行
の
法
体

の
な
り
を
用
ゆ
。
其
所
行
の
処
に
於
て
、
能
行
を
立
つ
る
は
、
他
力
の
極
談
な
り
。
」
（
『
本
典
敬
信
記
』
巻
三
、
真
全
一
二
0
・凹）

（
傍
点
筆
者
）

乙
こ
に
使
わ
れ
て
い
る
「
不
一
一
」
の
表
現
（
右
の
引
文
中
の
傍
点
部
分
）
が
意
味
す
る
内
容
は
、
実
は
、
能
所
不
こ
で
は
な
く
、



所
行
H
所
行
と
い
う
相
等
性
が
告
一
口
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
何
ら
、

い
わ
ば
立
体
的
に
、

何
が
新
た
に
現
起
し
て
く
る
の
か
は
全
く
不

問
で
あ
り
、
否
、
何
か
新
た
な
事
態
が
そ
こ
に
現
わ
れ
て
く
る
こ
と
を
問
う
よ
う
な
方
向
は
、

悉
く

「
機
功
の
全
脱
」
と
い
う
批
判
に

よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
伝
統
宗
学
で
の
、

一
見
、
煩
現
に
見
え
る
大
行
論
も
、
結
局
は
、
能
称
の
功
否
定
論
が
い
か
に
構

築
さ
れ
う
る
か
の
論
理
究
明
に
す
ぎ
な
か
っ
に
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、

念
仏
者
の
間
で
己
が
善
根
と
す
る
が
如

き
「
称
」
行
為
の
誤
謬
が
す
で
に
前
提
と
し
て
存
在
し
、

そ
れ
に
対
し
て
、
法
体
名
号
の
当
体
露
顕
と
し
て
の
「
称
」

な
る
を
説
示
是
正

せ
ん
と
し
た
の
が
宗
学
的
大
行
論
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、

超
越
的
実
体
へ
の
環
元
を
様
々
な
表
現
で
弁
明
し
以
っ
て
衆
生

の
「
称
」
な
る
行
為
の
う
ち
に
開
示
さ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う

ω田
島
町
を
不
問
に
附
す
結
果
巻
持
た
ら
し
た
。

然
る
に
、

「
称
」
そ
れ
自
体
が
疑
問
符
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
代
の
宗
教
的
状
況
下
で
は
、

単
に
「
称
」
を
前
提
と
し
た
他
力
宣
揚
の

大
行
論
は
そ
の
意
味
を
喪
失
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
代
究
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

『
行
巻
』

の
「
称
」

（
大
行
）

そ
れ
自
体
が
、
人
間
の
大
乗
仏
教
的
実
存
の
場
を
如
何
に
し
て
切
り
開
い
て
く
る
の
か
、

と
い
う
点
で
あ
る
。

「
大
行
」
を
論
ず
る
場
合
、

『
行
巻
L

所
引
の
経
論
釈
の
諸
文
及
び
親
驚
聖
人
の
御
白
釈
が
内
包
し
て
い
る

ω
2
Z
が
、
親
鷺
聖
人
の

う
ち
に
自
己
開
示
し
て
い
く
過
程
を
聞
い
つ
つ
、

し
か
も
、
そ
れ
を
問
う
こ
と
が
、
同
時
に
、
そ
れ
を
問
う
私
の
内
奥
脅
か
か
る

ω
2
Z

が
突
破
し
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
ず

「
大
行
」
の
内
在
的
脱
白
的
過
程
と
呼
び
た
い
。

「
大
行
」
と
は
、
十
方
無
量
諸
仏
洛
瑳
称
我
名
即
名
戸
超
十
方
究
克
腔
所
聞
の
、

そ
の
突
破
乙
そ
、
私
は

称
我さ
名て
即、

十「
方行
世巻
界』
普 l乙
流依
行る
でと
あ
り

ま
さ
に
諸
仏
の
啓
監

そ
れ
は
、

「
大
行
」
の
宇
宙
論
的
運
動
の
表
象
に
外
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
も
し
そ
の
宇
宙
論
的

運
動
が
衆
生
と
は
無
関
係
に
、
す
な
わ
ち
、
諸
仏
自
身
の
場
に
お
い
て
の
み
、
語
ら
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
何
ら
「
大
ノ
汀
」
と
は
見
倣
し

大
行
論
の
一
考
察

F七



大
行
論
の
一
考
察

八

え
な
い
。
私
な
る
自
己
存
在
が
、

諸
仏
の
宇
宙
論
的
運
動
に
帰
入
し
、

手
巾
円
向
。
同
日

g
さ
れ
て
い
く
と
い
う
内
在
的
脱
臼
的
過
程
と
、

そ

れ
が
な
り
え
た
と
き
、

そ
の
過
程
乙
そ
「
大
行
」
を
し
て
「
大
行
」
た
ら
し
め
て
い
る
根
本
契
機
と
呼
び
う
る
も
の
で
あ
る
。

か
か
る
内
在
的
脱
白
的
過
程
が
具
体
的
に
説
か
れ
て
く
る
の
が
、

「
行
巻
』
「
論
」
第
一
引
文
『
十
佳
此
婆
論
』
「
入
初
地
口
問
」
（
真
聖

全

E
－

8
〉
で
あ
る
。

単
に
諸
仏
の
規
範
に
過
ぎ
ぬ
も
の
と
す
る
立
場
は
、
余
り
に
も
形
式
論
的
と
云
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

宗
学
的
理
解
の
如
く
、

諸
仏
盗
嵯
称
我
名
を
能
讃
・
所
讃
に
よ
っ
て
「
教
」
・
「
行
」
に
区
分
充
当
し
た
り
、

又、

「
大
行
」
の
宇
宙
論
的
運
動
が
、

十

方
世
界
無
量
諸
仏
の
洛
嵯
称
我
名
と
い
う
在
り
方
で
現
成
し
た
こ
と
は
、

そ
の
運
動
へ
の
帰
入
は
杏
嵯
称
我
名
な
る
行
為
へ
の
参
入
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
容
嵯
称
我
名
と
い
う
諸
仏
自
ら
の
う
ち
に
働
く
絶
対
的
純
粋
能
動
へ
の
主
体
的
合
一
を
意
味
す
る
。

し
た
が
っ
て
、

「大

行
」
の
内
在
的
脱
自
的
過
程
と
は
、

か
か
る
諸
仏
の
絶
対
的
純
粋
能
動
へ
の
主
体
的
合
一
過
程
に
外
な
ら
ぬ
。

あ
り
、
今
一
つ
は
、

乙
の
諸
仏
の
純
粋
能
動
は
、
二
つ
の
根
本
契
機
を
合
む
。

そ
の
顕
現
態
と
は
、
歴
史
的
世
界
の
う
ち
へ
と
い
う
意
味
で
、

一
つ
は
、

そ
の
行
為
自
体
が
、

諸
仏
本
源
の
顕
現
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

七
祖
及
び
念
仏
諸
師
の

E
5
2
－mと
同
時
に
、

そ

れ
は
ま
た
諸
仏
本
源
の
顕
現
な
る
が
故
に
の
g
n
z
n
r丹
市
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
、

乙
の
二
つ
の
根
本
契
機
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。

わ
れ

わ
れ
の
歴
史
的
現
実
の
場
で
は
、
第
二
契
機
か
ら
第
一
契
機
へ
と
深
化
し
、

「
唯
可
信
斯
高
僧
説
」
の
「
唯
信
」
と
は
、
国
一
四
件
。
司
戸
市
と
し

て
の
七
祖
を
基
盤
に
し
な
が
ら
、

そ
れ
を
の
2
n
z
n
r
s
と
せ
し
め
て
い
る
諸
仏
本
源
に
ま
で
徹
到
し
て
い
く
過
程
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

L、。
そ
の
諸
仏
本
源
と
は
、

の
「
諸
仏
家
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
諸
仏
の
純
粋
能
動
へ
の
主
体
的
合
一
過
程
の
第
一
位
相
は
、

「
入
初
地
品
」
努
頭
の
、

「
般
舟
一
二
昧
及
大
悲
（
さ
ら
に
無
生
法
忍
）
名
一
一
諸
仏
家
一
従
一
一
此
二
法
一
生
ニ
諸
如
来
己

乙
の
「
諸
仏
家
」
へ
の
生
で
あ
り
、

そ
れ
は
、
般
舟
三
味
・
大
悲
・
無
生
法
忍
を
行
ず
る
ζ

と
に
外
な
ら
な
い
。
そ
の
主
体
的
合
一
過
程
を
親
矯
聖
人
は
『
十
住
枇
婆
沙
論
』

－
一
ズ

「
常
念
一
一
於
諸
仏
及
諸
仏
大
法
一
」
と
い
う
こ
と
と
そ
が
、
「
必
定
希
有
行
」
。

の
文
点
改
変
に
よ
っ
て
、
次
の
如
く
に
展
開
し
て
い
る
。



「
丹
市
念
」
の
う
ち
に
「
必
定
」
と
「
希
有
行
」
と
の
二
境
位
を
把
え
、

寸
必
定
」
と
は
、

「
深
入
一
一
仏
法
一
心
不
レ
可
レ
動
」

の
「
定
心
」
で

あ
り
、

「
希
有
行
」
と
は
、

「
間
二
小
仏
法
無
閥
解
脱
及
薩
婆
若
智
己
と
把
え
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
仏
「
常
念
」
と
し
て
の

「
希
有
行
」

は
、
無
関
・
解
脱
・
薩
婆
若
智
を
開
示
し
、

そ
の
開
示
が
必
定
た
る
「
定
心
」
の
成
立
根
拠
と
な
る
。

つ
ま
り
、

諸
仏
の
純
粋
能
動
へ
の

合
一
は
、
諸
仏
常
念
を
通
し
て
、
無
関
・
解
脱
・
薩
婆
若
智
を
内
に
聞
く
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
弥
陀
易
行
に
明
さ
れ
る
如
く
、
諸
仏
は
「
現
在
十
方
清
浄
世
界
憶
念
阿
弥
陀
仏
本
願
」
せ
る
存
在
と
し
て
、

諸
仏
存
在
の

根
抵
に
阿
弥
陀
仏
本
願
の
根
拠
づ
け
が
な
会
れ
、
無
関
・
解
脱
・
薩
婆
若
智
の
開
一
不
は
、

⑤
 

そ
れ
を
、
私
は
「
智
願
海
の
聞
け
」
と
呼
び
た
い
。

阿
弥
陀
仏
の
本
願
の
開
示
と
し
て
把
え
ら
れ
て

く
る
。

ま
さ
し
く
、
「
入
不
二
法
門
」
と
呼
ば
れ
る
「
入
」
過
程
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
初
め
て
、

「
如
来
の
家
に
生
れ
る
」
と
い
う
、
如
来
の
純
粋
能
動
へ
の
主
体
的
合
一
の
利
那
に
智
願
海
を
聞
く
内
在
的
脱
自
的
過
程
（
大
行
）
は
、

「
十
方
無
碍
人
一
道
出
コ
生
死
一
」

の
大
乗
仏
教
原
理
が
成
立
す
る
。

親
驚
聖
人
が
、
弥
陀
の
本
願
を
、

「
誓
願
一
仏
乗
」

（
「
一
乗
海
」
釈
、
真
聖
全
H
・
拐
、
大
乗
H

一乗
U
第
一
義
乗
な
る
を
明
す
）

「
本
願
大
悲
智
慧
真
実
恒
沙
万
徳
大
宝
海
水
」

（
「
海
」
の
釈
義
、

E
・却）

「
本
願
一
乗
海
」

ハ
「
二
教
対
」
釈
ぞ
結
す
、

E
・
4
）

「
弘
誓
一
乗
海
」

（
「
一
乗
嘆
徳
」

E
－

nu
）

「
誓
願
不
可
思
議
一
実
真
如
海
」

（
「
備
前
ノ
文
」

H
・
4
、
他
力
真
宗
正
意
の
義
を
明
す
）

と
把
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
に
と
き
、
大
乗
仏
教
の
究
克
態
た
る
「
勝
義
諦
」
が
、
本
願
の
う
ち
に
す
べ
て
止
揚
さ
れ
た
乙
と
を
意
味
す
る
。

と
の
こ
と
は

「
菩
薩
の
死
」
の
対
自
化
を
自
己
存
在
の
歴
史
的
現
実
の
根
抵
に
自
覚
し
に
親
驚
聖
人
が
、

な
お
も
、

大
乗
仏
教
者
た
り

大
行
論
の
一
考
察

九



大
行
論
の
一
考
察

四
0 

う
る
場
は
何
か
へ
の
、
聖
人
自
ら
の
答
え
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

「
本
願
一
乗
海
」
を

「
円
融
満
足
極
速
無
碍
絶
対
不
二
之
教
」
と
把

ぇ
、
智
願
海
を
内
に
開
く

一
乗
海
の
機
を
「
金
剛
信
心
絶
対
不
二
之
機
」
と
呼
ぶ
所
以
が
こ
こ
に
あ
る
。

F

－S
A

、

令
ト
ふ

μ

し
か
し
、
勝
義
諦
及

び
不
二
法
門
の
、
本
願
へ
の
止
揚
は
、
本
願
を
単
に
本
願
と
し
て
本
質
規
定
し
た
の
で
は
な
く
、

そ
れ
が
、

本
願
の
う
ち
に
止
揚
さ
れ
た

勝
義
諦
・
不
二
法
門
の
世
界
を
、
称
名
せ
る
者
の
、
現
実
の
「
生
」
の
営
み
の
う
ち
に
聞
く
過
程
と
な
る
と
き
、

は
じ
め
て
、
そ
の
止
揚

は
現
実
の
う
ち
に
意
味
を
持
た
ら
す
。

四

き
て
、
「
智
願
海
の
聞
け
」
と
は
、
智
願
海
の
源
底
に
ま
で
更
ら
に
突
き
進
む
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
智
願
海
の
根
源
と
は
何
か
。

誓
願
超
発
は
、

人
間
及
び
世
界
の
虚
仮
不
実
な
る
無
明
性
に
対
す
る
同
町
民
4
5
n
rロロ
m
円
で
あ
る
。

人
間
及
び
世
界
の
虚
仮
不
実
な
る
無

明
性
は
、

日
常
的
に
は
覆
い
隠
さ
れ
て
い
る
最
も
深
い
自
己
存
在
の
内
奥
へ
の
問
い
ー
ー
そ
の
意
味
で
最
も
根
源
的
な
間
い
（
口
止
E
m伺
）

｜
｜
！
の
う
ち
か
ら
、
は
じ
め
て
顕
わ
に
さ
れ
て
く
る
世
界
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

誓
願
超
発
は

こ
の
口
氏
吋
目
的
目

"' の

dsロ伴者。ュ

で
あ
る
。

乙
の
口
止

g
m巾
こ
そ
が

超
誓
願
発
の
根
拠
に
る
従
如
来
生
、
す
な
わ
ち
、
法
性
法
身
よ
り
方
便
法
身
を
出
せ
し
め
た
根
本

原
因
で
も
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
智
願
海
の
源
氏
に
ま
で
突
き
進
む
乙
と
は
、
自
己
存
在
の
根
底
を
問
う
口
氏

g
唱
に
差
し
戻
さ
れ
、

虚
仮
不
実
な
る

無
明
性
が
、

い
わ
ば
、
自
己
存
在
を
そ
の
根
抵
か
ら
絶
対
否
定
す
る
も
の
と
し
て
顕
わ
に
き
れ
て
く
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
と
も
に
、

方

便
法
身
は
常
に
法
性
法
身
へ
の
絶
対
的
自
己
否
定
と
し
て
、
白
ら
の
「
か
た
ち
」
を
も
絶
対
否
定
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て

絶
対
的
自
己
肯
定
の
カ
を
も
っ
。

弥
陀
を
し
て
弥
陀
あ
ら
し
め
て
い
る
場
は

一
切
の
「
か
に
ち
し
な
き
絶
対
無
相
な
る
「
絶
対
無
」
に
し
て
、

ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ



一
切
の
「
か
た
ち
L

を
否
定
突
破
せ
る
絶
対
の
生
と
し
て
働
く
。
そ
れ
は
、

基
盤
を
な
す
不
二
法
門
に
る
絶
対
不
二
の
世
界
を
開
く
真
実
智
慧
の
能
動
に
外
な
ら
な
い
。
如
来
の
智
慧
海
が
深
広
に
し
て
無
涯
底
と
さ

っ
て

「
無
相
故
能
無
レ
不
レ
相
、

無
知
故
能
無
レ
不
レ
知
」
の

れ
、
本
願
が
っ
智
慧
海
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
が
そ
こ
に
あ
る
。

そ
の
真
実
智
慧
の
開
発
が
、

諸
仏
容
瑳
称
我
名
な
る
純
粋
能
動
に
帰
入
す

る
者
に
お
い
て
、
白
己
存
在
の
根
源
へ
の

己
正
E
m刊
を
通
し
て
、

自
己
存
在
を
限
定
す
る
一
切
の
「
か
た
ち
」
を
破
り
、
存
在
の
根
抵

の
、
い
わ
ば
、
底
が
抜
け
落
ち
た
と
こ
ろ
か
ら
、

一
切
の
「
か
た
ち
」
を
超
え
た
絶
対
の
生
を
源
起
せ
し
め
る
。

＠
 

「
純
な
る
自
己
同
一
性
」
へ
の
還
帰
が
成
り
立
つ
。

そ
し
て
、
そ
こ
に
、
は

じ
め
て
、
自
己
自
身
の
無
底
な
る
根
抵
、

こ
の
絶
対
の
生
の
発
動
こ
そ
、
正
定
不
退

位
に
住
せ
る
即
得
住
生
で
あ
り
、
金
剛
不
壊
な
る
必
定
た
る
定
心
の
発
起
l
l
j信
楽
の
開
発
！
ー
に
外
な
ら
な
い
。

五

終
り
に
、

「
大
行
」
と
い
う
象
徴
的
行
為
の
基
盤
に
展
開
す
る
、

不
二
法
門
を
内
に
止
揚
し
た
智
源
海
の
開
け
｜
｜
入
不
二
法
門
過
程

⑦
 

ナ
i
ガ
l
ル
ジ
ュ
ナ
哲
学
の
宗
教
的
認
識
論
に
お
け
る
、

ー
ー
ー
は
、
コ
一
枝
充
盛
氏
が
提
唱
さ
れ
た
、

世
間
↓
世
俗
諦
↓
勝
義
諦
↓
ニ
ル
ヴ
ァ
1
ナ

l
↓
世
間

と
い
う
螺
旋
を
描
く
過
程
と
同
一
内
容
で
あ
る
こ
と
を
私
は
指
摘
し
た
い
。

「
縁
起

l
無
自
性

l
空

l
仮
1

中
」
の
展
開
が
、

諸
法
実
相

の
】
川
町
曲
目
昨
日
刊

の
如
実
な
る
表
象
で
あ
る
と
同
時
に

そ
の
⑨
 

「
空
」
の
宗
教
的
意
味
と
、
ま
た
、
西
谷
啓
治
氏
に
よ
っ
て
深
く
透
徹
究
明
せ
ら
れ
た
現
代
に
お
け
る

HNE－－
q
を
自
己
の
無
底
の
底
と
し
て
内
に
聞
く
と
き
、

司
同
町
門

H
g
L
n
w
H
・

ω
R
E
m
－
が
鋭
く
考
察
し
た
如
き
、

「
空
」
の
哲
学
的
意
恥
が
、
親
矯
聖
人
の
大
乗
仏
教
的
実
存
の
場
で
の
、

「
大
行
」

と
い
う
象
徴
的
行
為
の
基
盤
に
聞
く
過
程
の
う
ち
に

こ
の
際
、
既
に
先
述
し
た
如
く
、

⑮
 

教
的
及
び
哲
学
的
意
味
は
、
も
は
や
、
「
空
」
そ
れ
自
体
を
、
自
己
存
在
の
「
原
状
態
的
可
能
性
」
（
ロ
吋
田
仲
間

E
F
z
z
o
m－
－
岳
宮
町
）
と
し

成
立
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

し
か
し
、

親
矯
聖
人
に
お
け
る
「
空
」
の
宗

大
行
論
の
一
考
察

四



大
行
論
の
一
考
察

四

て
、
そ
の
う
ち
か
ら
開
覚
す
る
こ
と
は
徹
底
的
に
拒
絶
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
、

弥
陀
の
智
願
海
の
う
ち
に
止
揚
き
れ
た
仕
方
に
お
い
て

の
み
、以
上
の
展
開
を
、

は
じ
め
て
、
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
真
実
行
」
と
し
て
総
括
さ
れ
る
の
が
、
大
行
釈
を
結
論
守
つ
け
る
四
句
に
外
な
ら
な
い
。
第
一
句
「
選
択
摂
取
之
本

願
」
と
は
、
ま
さ
し
く
、

「
智
願
海
の
開
け
」
を
意
味
し
、
第
二
句
「
超
世
希
有
之
勝
行
」
と
は
、
常
に
歴
史
の
内
に
歴
史
を
超
え
る
勝

義
の
世
界
を
開
示
せ
る
在
り
方
を
指
し
、
第
三
句
「
円
融
真
妙
之
正
法
」
と
は
、

の
言
葉
と
し
て
宣
述
さ
れ
る
と
と
を
表
象
し
、
第
四
句
「
至
極
無
碍
之
大
行
」
と
は
、 か
か
る
勝
義
が
言
説
と
し
て
俗
諦
の
う
ち
に
真
空
妙
有

先
の
三
句
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
た
内
在
的
脱
自
的

過
程
と
し
て
の
「
大
行
」
を
、

入
不
二
法
門
な
る
無
碍
の
相
、

「
入
」
過
程
を
現
成
せ
し
め
る
、

「
生
死
即
浬
繋
」
と
知
る
「
知
」
の
働

き
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

乙
の
、

「
大
行
」
を
総
括
す
る
四
句
こ
そ
、

ナ
l
ガ
l
ル
ジ
ュ
ナ
哲
学
の
宗
教
的
認
識
論
の
過
程

が

「
大
行
」
と
い
う
象
徴
的
世
界
の
基
礎
の
う
ち
に
も
見
出
さ
れ
う
る
こ
と
を
如
実
に
表
詮
せ
る
も
の
と
い
え
る
。

ま
に
、

と
う
し
た
入
不
二
法
門
の
「
入
」
過
程
の
中
で
、
弥
陀
智
願
海
を
自
己
の
う
ち
に
聞
く
と
い
う
「
大
乗
仏
教
的
実
存
」
の
場
は
、

キ
リ
ス
ト
教
が
今
日
直
面
し
て
い
る
教
義
上
の
諸
問
題
を
更
ら
に
超
克
す
る
よ
う
な
次
元
を
切
り
開
く
場
と
な
り
う
る
も
の
が
あ
る
と
同

時
に
、
ま
に
、
ナ
l
ガ
l
ル
ジ
ュ
ナ
哲
学
の
宗
教
的
認
識
論
と
、
カ
ン
ト
、

へ
l
ゲ
ル
と
の
近
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
基
盤
に
し
て
、

私
は
、
さ
ら
に
、
区
司

a
z・
当
E
g
r白
色
哲
学
｜
！
日
ロ
0
8司
Z
o
h
p
m
g－5
2
3
2
2
7
1と
ナ
l
ガ
l
ル
ジ
ュ
ナ
哲
学
と

＠
 

の
、
単
な
る
近
似
で
は
な
く
、
両
者
が
感
応
道
交
せ
る
場
が
あ
り
う
る
と
の
立
場
に
立
っ
と
き
、
浄
土
真
宗
の
大
行
論
は
、
さ
ら
に
大
き

く
展
開
し
、

よ
り
一
層
、
現
代
の
精
神
的
状
況
に
と
っ
て
お
－

2
恒
三
な
も
の
と
な
る
と
云
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
因
み
に
、
同
ミ
抽
選
む
き
ミ
～

持
つ
哲
学
者
は
、

問
。
ミ
ー
110ミ
ミ
。
h
尽
き
え
き

23h円
ぎ
冶
こ
ぎ
ミ
1

1
の
著
者
、
。
。
正
門
戸
包
呂
田
同
昔
、
が
、
「
現
代
で
も
っ
と
も
重
大
な
意
味
を

⑫
 

ハ
イ
デ
ッ
ガ
！
と
ホ
ワ
イ
ト
ヘ
ッ
ド
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
た
こ
と
は
、
非
常
に
深
い
示
唆
守
合
む
言
葉
で
あ
る
と
、
私

は
把
え
た
い
。



⑤④③②①註

「
柴
門
玄
話
』
真
叢
附
巻
組
問
、
『
正
信
偏
要
訣
』

2

『
本
典
対
聞
記
」
一
一
ノ
一

l
二

『
本
典
仰
信
録
』
真
叢
七
・
邸
、
『
大
行
義
』
真
叢
鮒
巻
刑
制

『
教
行
信
証
講
義
集
成
』
第
一
巻
似

『
唯
信
紗
文
意
』
に
於
い
て
「
十
方
世
界
北
日
流
行
し
の
「
流
行
」

を
解
釈
し
て
、
「
無
碍
光
仏
の
御
か
た
ち
は
智
慧
の
ひ
か
り
に
て

ま
し
ま
す
ゆ
へ
に
、
乙
の
仏
の
智
願
海
に
す
す
め
い
れ
た
ま
ふ
な

り
」
（
真
聖
全
、

E
側
）
と
述
べ
、
又
、
『
化
身
土
巻
」
「
一
二
一
胸
、

転
入
し
に
於
い
て
、
「
然
今
特
出
ニ
方
便
真
門
一
転
－
一
入
選
択
願

海
一
（
中
略
）
果
遂
之
誓
良
有
レ
由
哉
愛
久
入
一
一
閥
、
海
一
深
知
一
一
仏
恩
一

（
中
略
）
侭
常
称
一
一
念
不
可
思
議
徳
海
こ
（
真
聖
全
日
川
、
傍

点
筆
者
）
と
い
う
思
想
の
う
ち
に
展
開
せ
る
立
場
に
立
つ
在
り
方

大
行
論
の
一
考
察

②⑥  

で
あ
る
。

西
谷
啓
治
氏
著
『
神
と
絶
対
無
L

お

「
初
期
大
乗
仏
教
の
認
識
論
」
（
『
仏
教
思
想
』
第
二
巻
所
収
）
叩

l
l
巧

4

1
l
l
n
ヨ

明
日
仏

2
r
r
』
・

ω可。ロ
m－
N
円

s
b
H凡
詰
h
h
崎
弘
忠
君
、
－

Y
S
同
町
ご
‘

h
h
ロ
ま
ミ
ミ
ミ
苫
－
h
－
〉

r
Z
1
2
P
2
P
S
S
参
照
。

西
谷
啓
治
氏
著
『
宗
教
と
は
何
か
』
参
照
。

武
藤
一
雄
氏
著
『
宗
教
哲
学
の
新
し
い
可
能
性
』
山

拙

論

ご

ζ

。g
t
u
r
R自
白
3

曲
目

ι
p
o
y
m
g
Zロ
H
Z削
問
削
ユ
ロ
ロ
白

g
仏
当
E
g
r
o主
。
。
B
唱
曲
円

o
p
w
M》
三
円
h
h
h

句
町
立
た
ア
〈
。
－
－

品・

Z
0・Y
H
也
記
・
参
照
。

省
門
脇
卓
爾
氏
訳
、
『
カ
ン
ト

L
l存
在
論
お
よ
び
科
学
論
｜
、

「
訳
者
あ
と
が
き
し
別
参
照
。

⑧ ⑪⑮⑨  ⑫ 

四


